
電子教科書の余白ページの活用方法の検討 
 

赤星保浩*1 

Email: akahoshi.yasuhiro144 @mail.kyutech.jp 

*1: 九州工業大学工学研究院宇宙システム工学研究系 

◎Key Words 材料力学，専門用語，デジタル教科書，UniText 
 
1. はじめに 
 小中学校において昨年度からデジタル教科書が英語科

目において補助教材として本格的に導入された 1)，約半数

の学校で算数・数学でもデジタル教科書が採用され，他の

教科にも波及しつつある 2)。次期学習指導要項 3)の議論に

おいても，2030 年度頃にはデジタル教科書が検定を受け

た正式な教科書として位置付けられようとしている。 
一方で，大学ではBYOD(Bring Your Own Device) 4)導入に

伴い，電子教科書を採用している大学は 240 大学に達し

てきているが，著者が所属する九州工業大学工学部(戸畑

キャンパス)で電子教科書を採用しているのは著者のみと

考えられる。 
 著者は2020年度から材料力学の講義において，電子教

科書を導入し，今年度で６年目となった。この５年間の受

講生の利用状況を見ていると，積極的に利用している学

生もいれば，電子教科書にほとんどアクセスしていない

学生もいた。積極的にアクセスしている学生は書き込み

も多くしているが，現行の電子教科書では余白が少なく，

書き込みスペースが限られていた。そこで，今年度は大学

生協と相談し，両開き表示をした場合に右側のページが

常に空白となるように初期設定をしてもらった。本講演

では，この右側のページの利用状況を報告する。 
 
 
2. 電子教科書の採用 
2.1 ２０２４年度以前 
2019 年度に大学生協から電子教科書について説明を受

け，翌年度の機械知能工学科知能制御工学コースの材料

力学 I において電子教科書を採用してみた 5-6)。著者は宇

宙システム工学科機械宇宙システム工学コースでも材料

力学 I, II を担当していたが採用していた教科書は電子教

科書化されていなかった。一方、知能制御工学コースの材

料力学 I で使用していた教科書はすでに電子教科書化さ

れており、紙の教科書から電子教科書への切り替えは

VarsityWave eBooks7)用アプリを使って比較的スムーズに

行えた。ただし，どうしても紙の教科書を使いたいという

受講生が１名おり，その学生は紙の教科書を使用してい

た。翌年度からは全員電子教科書へ切り替わり，機械宇宙

システム工学コースでも2022年度から電子教科書に切り

替えた。2023 年度からはNTT EDX 社のUniText8)に移行

したが，学生がマークした箇所を電子教科書上でリアル

タイムに確認することはできなくなった。 
 授業期間が終了後，電子教科書への延べアクセス日数

と成績との関係を図１に示す。早い段階からアクセスし

た学生は成績が高い傾向があるものの，ただアクセスし

ただけという学生もいた。そこで，専門用語にマークする

ためには教科書の精読が必要と考え，図２に１５個目の

専門用語にマークした日付と成績との関係を示す。早め

に１５個目をマークした学生は成績が高い傾向にあるも

のの，マークだけを先にしたという学生も含まれてしま

うようであり，成績と電子教科書のアクセスログとの相

関分析には工夫が必要となる。 
 

 

図1 アクセス日数と成績との関係 
 

 
図２ アクセス開始時期と成績との関係 

 
2.2 ２０２５年度 
電子教科書を採用して６年目に当たる2025年度は大学

生協と話し合いを行い，左のページを教科書，右のページ

を白紙という特定仕様の教科書を九工大のためだけに作

成してもらった。受講生には各章が終わるごとに，両開き

状態でスクリーンショットを撮影してもらい，それを

LMS である Moodle にアップロードしてもらうようにし



た。リアルタイムではないものの，それぞれの章が終わる

段階で，各受講生がどのように余白ページを活用してい

るかを把握することができる。本原稿締切時点ではまだ

講義は終了していないので，利用状況の一部を図３〜８

に紹介する。 
 

 
(a) 書き込み例１ 

 

(b) 書き込み例２ 

 
(c) 書き込み例３ 

図３ 第１章空白ページの書き込み状況 

 

第１章は材料力学で登場する基本的な法則、支持方法な

どが説明された章であり，書き込みが非常に多かった。 

 
(a) 書き込み例１ 

 
(b)書き込み例２ 

図４ 第２章空白ページの書き込み状況 
 

 
(a) 書き込み例１ 

 
(b)書き込み例２ 

図５ 第３章空白ページの書き込み状況 



 

 

(a) 書き込み例１ 

 

(b) 書き込み例２ 

 

(c) 書き込み例３ 
図６ 第５章空白ページの書き込み状況 

 
第５章は，片持ち梁，両端支持梁などの静定問題に置ける

梁のせん断力と曲げモーメントを求める章で，専門用語

の説明や式変形など，多くを書き込んでいたものが見ら

れる一方、空白がページが多い提出者もいた。学力差が生

じつつあると思われる。 

 

(a) 書き込み例１ 

 

(b) 書き込み例２ 

 

(c) 書き込み例３ 
図７ 第１４章空白ページの書き込み状況 

 
第１４章は内容的には１年生の「機械構造の力学入門」で

すでに講義していた内容であったため，今年度は第３章

の直後に講義を行った。すでに習った内容が多いという

こともあり，しっかりした内容を書き込んでいる受講生

が多かった。今年度はこの第１４章に続いて、第１１、１

２章のひずみエネルギーとカスチリアノの定理を使った

引張圧縮問題を第５章の梁問題の前に実施した。特に，

Lagrange の未定乗数法を組合せて，軸力問題の不静定問

題の解法に取り組んだ。この解法は他の教科書で扱われ



た例は見たことがないが，Lagrange の未定乗数法は同じ

クォータの「軌道力学」という科目において軌道の最適化

で使用されており、受講生の関心も高かったようである。

「軌道力学」を担当されていた教員からも受講生から質

問がでていたとの連絡があり，同じ解析手法を異なる科

目でほぼ同時期に扱うのは教授法としては有効なのかも

しれない。これまで科目間の連携が少なかったが，具体的

な講義内容を比較し，類似した内容は同時期に並行して

教える方がいいようである。 
 

 

(a) 書き込み例１ 

 

(b) 書き込み例２ 

 

(c) 書き込み例３ 
図８ 第１１―１２章空白ページの書き込み状況 

3. おわりに 
九州工業大学では2020年度から材料力学において電子

教科書を採用し，その特徴を活かした教育を模索してき

た。2023年度以降は新しいUniTextというNTT EDX社の

ブラウザに移行し，アクセスログ分析方法の見直しが必

要となった。現時点では，事後分析にとどまっているが，

2025 年度からは右側のページを余白ページとすることで，

より書き込みがしやすい電子教科書を特注品として作成

してもらった。このことにより，電子教科書への書き込み

回数が増えるような課題を検討しており，講演時にその

成果も合わせて報告をする．また，材料力学全体を俯瞰す

る能力を身につけて欲しいと考え，材料力学 II において

材料力学マップの作成を課した。二次元のマップ内に材

料力学全体を俯瞰するような図を描くことは難しいが，

このマップ作成の過程で思考錯誤し，熟考してもらうこ

とが大事と考えている。材料力学という古典的な科目で

はあるものの，新しい教育方法に思考錯誤している段階

であり，より効果的な教育方法を今後も模索していきた

い。 
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